







国各地を旅行 して見聞を広めた。調査旅行の終了後,学生達 は 「大旅行 日
誌」「現地調査報告書」,および調査の過程で入手 した資料を学校に提出し
た。 これ らの調査資料 は戦前期の中国研究のための貴重 な資料の宝庫に
なっている。
書院の学生が書いた「大旅行日誌」 「現地調査報告書」はすでに高い評価
が与えられているが,教 員が執筆 した「研究旅行 日誌」「研究旅行報告書」
の存在はあ まり知 られていないので,こ こでは,後 者の具体的事例 とし
て,1937年夏に鈴木択郎教授が書き残 した「研究旅行 日誌」「研究旅行報告
書」 を紹介 しよう。鈴木は愛知大学編 『中日大辞典』の編集者 として有名
であるが,同 文書院の教授時代 に中国語教育を担当 し,言 語学に造詣が深
かったので,「満州国に於ける国語政策について」とい うテーマで研究旅行
を実施 している。
鈴木は蔵溝橋 事件直後に北平へ赴 き,歴史的瞬間に現地の混乱 した状況
を目撃することになった。7月3日,鈴 木は上海駅 を出発 し,6日 に天津
に着いた。8日 朝,新 聞で萱溝橋事件の勃発 を知 り,同 日列車で天津から
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北平に向かった。同 日の 「日誌」は,「車中急遽出動スル天津駐屯軍一小部
隊 ト同車シ,始 メテ事態ノ重大化シ居ルヲ知ル」 と記 している。北平滞在
中,鈴 木は事変直後の日本軍,大 使館,北 平在留邦人の緊迫 した情況を目






連へ飛び,17日に大連高商を訪問 したが,同 日夜に腹痛 を起こし,18日に
入院 した。書院 と連絡 を取った鈴木は,28日に大連を発って上海 に戻る予
定であったが,24日に同文書院教頭代理馬場鍬太郎教授からの連絡 により
旅行を継続す ることにした。鈴木は28日に退院 し,29日に奉天に到着 して
市街の発展振 りを参観 し,30日に新京へ移動 して,31日に国務院等で調査
研究をした。鈴木は8月2日 に白城子へ行 き,3日 にチチハル,4日 に北
安,5日 にハルビン,8日 に牡丹江へ移動 したが,同 地で腹痛が再発 して
数日間静養 した。
薦溝橋事件後,戦 火は上海に飛び火 して第二次上海事変が勃発 した。8
月11日,鈴木は朝鮮清津 に着 き,12日に元山へ移動 して,13日朝の新聞で
上海の緊張 した空気を知った。同日,鈴木は元山から京城を経由 して深夜
に釜山行 き列車 に乗 り,14日朝の新聞で 「上海ニテモ日支両軍既二砲火ヲ
交ヘツツアル」 ことを知った。同日昼,鈴 木は関釜連絡船で釜山か ら下関
に向かい,下関発の夜行列車に乗って,15日深夜に横浜に到着 した。16日,
鈴木は東京の東亜同文会に出頭 した。ここで,鈴 木は 「コノ時局ハ相当長
引 ビキ,到 底 内地開校 ノ已ムナキニ至ル」 ことを知って,上 海へ戻ること








研究旅行後,鈴 木は 「満洲国に於ける国語政策 に就いて」 と題する研究
旅行報告書 を纏めた。植民地教育問題 は民族矛盾 を集中的に体現 し,と く
に言語政策は異民族支配の重要な手段である。 日本の植民地支配は,伝統
的に同化主義 を強 く志向 している。当時,台 湾 ・韓国では創氏改姓,日 本
語使用が強力に推進 されてお り,歴史の浅い植民地満州国の言語政策が焦
点となっていた。
満洲国には漢族 ・満洲族 ・蒙古族 ・朝鮮族が雑居 し,さ らに日本人 ・白
系ロシア人等の外来者が入り込んでいた。満州国の 「五族協和」のスロー
ガンは,複 数民族 をいかに支配するか という問題 を内在 してお り,言語政
策の面では,現 地住民が使用する漢語 ・蒙古語 ・ロシア語 と日本語を併用
して公文書が作成されていた。当時,満 州国では「国語」を統一するため,
共通語 ・公用語 として何語 を用いるかが言語政策上の重要な課題となって




本語 を普及すべきであるという政策理念 を共有 していたが,摩 擦の多い急
進的な日本語普及政策 に反対 し,時間をかけて漸進的に日本語を普及し,
共通語としての地位 を獲得すべ きであると主張 している。
蔵溝橋事件 は日中戦争の発端とな り,日本は植民地帝国瓦解への道 を
辿 った。薦溝橋事件直後に北平へ行 き,さ らに満州国を訪問 した鈴木は,
重要な歴史的事件を目撃 しなが ら,日本の満州国支配が根本的に揺 らいで
いる情況を認識することはできなかった。鈴木は,急 進的な日本語普及政
策 を否定 し,穏健な立場から満州国の国語政策を提言 しているが,そ のよ
うな認識は,満 州国が長期間存続することを前提 としては じめて成立する
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ものであった。上海事変の結果,書 院の学生 ・教師 ・職員が全員が上海か
ら引き揚げるとい う状況下で,鈴 木はなお満州国の長期的な国語政策の将
来を構想 していたのである。
皿 鈴 木 択郎 「研 究旅 行 日誌」(昭和 十 二年 七 月)
七月三 日(土)
早朝靖亜神社二参拝。午前八時 〔上海〕北姑 ヨリ首都特快ニテ出発,十 二
時四十五分南京着。大使館 ヲ訪問,清 水通訳官宅ニー泊。
七月四 日(日)






























モ交通ハ 自由ナ リ。明日承徳行バス運行 ノ予定ナルモ果 シテ古北ロマデ行
キ得ルヤ否ヤ気ヅカハシキ旨観光局 ヨリ返事アリ。
七月十一日(日)
小竹教授 ヨリ電報アリ,前線 ノ模様悪化 ノ趣通報アリ。承徳行バスハ城門
開カレザルタメ引返 シタル由ナ リ。
西田耕一氏を訪問シテ会ハズ,同 仁医院へ学生ヲ見舞 フ。
城外 トノ交通全ク杜絶シ居 リタル トコロ,鉄 道ニヨレバ西直門姑発,豊 台
乗替ニテ天津行ノ便 アリトノコ トナ レド,豊台ニテノ連絡如何ハ不明ナリ
ト。本 日二至リテハ予定ノ通州行,承 徳行ハ之 ヲ断念 シ,便 ヲ得テ天津二
引返シ錦州経由承徳二入ルコ トニ決心ス。大阪朝 日特派員園田次郎氏 ヲ訪
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問。折 シモ武官室 ヨリ 「本 日午後一時半,我 軍ハ原駐屯地二帰還ス」 トノ
発表アリ,事態 ノ好転ヲ思ハシム。
七月十二 日(月)














教育庁二日田次郎氏 ヲ訪問セルモ出張中ニテ不在ナ リシタメ,日 系督学官
ヨリ省内教育状況 ヲ聴取ス。更二中央銀行鈴木丹司氏,日 本基督教会福井
次郎氏,大 満公司北原唯二郎氏,松 浦領事代理 ヲ歴訪ス。
熱河離宮ハ軍事 関係ニテ拝観禁止中ノトコロ松浦領事代理ノ斡旋ニテ之ヲ










視学秋山真造氏,民 政署学務課良川栄作氏 ヲ訪問 シ,満鉄関係学事,民 政
署所轄学事情況ヲ聴取ス。午後大連高商ヲ訪 ヒ校長松村行藏氏,華 語担任
小川教授二面晒ス。本校ハ関東軍司令官管轄二属スルヲ以テ軍部ノ後援保










「十八 日ヨリ胃痙攣ニテ入院ス。四五 日後退院旅行ヲ継続 シ得ル見込ナ
ルモ,時 局二鑑 ミ如何スベキヤ御指示ヲ待ツ」
七月二十一日(水)
書院ヨリ 「十日以内二切 リ上ゲー応帰院セヨ」 トノ返電アリ。退院次第新
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話ヲ伺フ。南山,城 内,三 崎山,三 烈士殉難之処等ヲ見学シ,薄暮大連二
帰着。歩行及 ビ車 ノ振動ノ際腹部二微痛アリ,疲労甚 ダシ。
七月二十九日(木)
午前十時特急あじや号ニテ大連発,午 後二時四十二分奉天着。自動車ニテ











ヲ與ヘラレ,資料ノ贈與 ヲ受ク。国務院二山本紀綱,青 木喬,大 槻五郎氏











公署,農 民道場参観。農民道場ハ県内各地代表青年 ヲ召集シ,六 ヶ月間主


















リ松花江ヲ下 リ,佳 木斯経由ニテ牡丹江二向フ予定ナリシ トコロ,図 佳線
不通,飛 行便モ北支事変 ノタメ欠航 トナリタルヲ以テ,牡 丹江へ直行スル
コ トニ変更ス。出発 ノ際 「図佳線不通ニツキ牡丹江へ向フ」 旨書院へ打電
セリ。蓋シ必要ノ場合ハ牡丹江領事館宛通信 ヲ得ンガタメナリ。
八月八 日(日)
早朝 ヨリ下痢 アリ,医 師ヲ招キタルニ数日間静養ヲ勧メラル。領事代理栗








疲労衰弱甚ダシキモ,本 日出発,図 椚ニー泊ノ予定 ナリ。健康 コレニ堪工
得ルガ如 ク感ジタルヲ以テ清津マデ乗 リ続 クルコ トトス。牡丹江図椚間鉄
道局百々増次郎氏 ト同道ス。午前十一時牡丹江発午後九時清津二着ク。
八月十二日(木)










船ニテ下関二向フ。今朝 ノ新聞ニテ上海ニテモ 日支軍既二砲火 ヲ交ヘ ツツ
アルヲ知ル。
上海二帰ルベキヤ否ヤハ東京着ノ上上海ノ様子ヲキキ決スベク,一 応東京
二至 ルヲ要スルモノ ト認 メ,午後八時三十分発急行富士ニテ上京ス。
一41一
八月十五 日(日)




ハ相当長ビキ,到 底内地開校 ノ已ムナキニ至ルベキヲ以テ,コ ノ方面二努












即 ち方言を駆使 し得れば足れりとするものであるが,交 通が開け,他 との
交渉 を持つ場合には,自 我拡張の本性 によって,他 との共通語を求めざる
を得ないのである。例へば封建時代 には他藩との交渉は極めて薄かったの
であるから,他 藩との共通語に対する要求は極めて微であり,従 って各々






から,他 の方言との類似点を基礎 として見て,最 も共通点の多いものを標
準 とするのが普通であ り,これを国語 と称する。
而 してかかる共通性 を有する言語は首府の言語 を以て第一とするのが普
通であるから,首府の言語を標準国語 として居る国が多い。日本,英 国,
仏国,ス ペイン,支那の如 きである。但 しドイツ語の如 きは古のゲルマ ン
領域の上に実ったものではな く,中世に於て ドイツ人が征服 した地域の上
に定ったものである。而 して現代 ドイツ文学は東部 ドイツの植民村落の中
流階級 に於て組織 されたもので,そ の普及はルーテルの聖書に負ふ ところ
が大 きいにしても言語そのものの共通性 はその前に於て既に長 くエルベ河
の流域 に養はれていたのである。概 して言へば主 として政治力によって統
一 したものである。イタリー語の如 きは文学語によって統一されたといふ








「言語 と思考とは同一物の表裏である。」と言はれる通 り,「言語は即 ち
心である。」「言葉の同じ人は心 も同 じである」と評 される心理は素朴 な言
ひ表は し方ではあるが,又学的にも認め られることであらう。これ即ち「国
語は国民連繋の最 も本質的に適当なものであ り,国 民性格の最 も生気ある











が,遂 に強い ドイツ主義 を植えつけ,強 力なる国家を成 したのである。米







に浴すべ き筈であるが,言 語はその心であ り,天性 に等 しいものであるだ
けに,実際問題 としては自己の言語を犠牲 とし,他に就 くことは特殊の圧
力 を加へ られる場 合以外には到底行ひ得 ざるところである。即 ち何人 と難







を得 ざるときは,国 語統一の成績 を挙げ得 ざるのみならず,往 々にして国
家の分裂を来す に至ることは世上その例に乏 しくはない。欧州大戦前に於
けるオース トロ ・ハ ンガリー国内に於ける人種関係は頗る複雑で,一 八四
.,
東亜同文書院教授鈴木択郎の満州国調査旅行
九年には官報を以て ドイッ語,イ タリー語,マ ヂャール語等十 ヶ国語を用
ひることを規定 しているが,ド イツ民族の勢力優勢 なるときは ドイツ語に
て統一せんとし,マヂ ャール民族優勢なるときは或 はマヂャール語 を以て
統一せんとし,常 に紛争 を続け,国 家は遂に分裂せ ざるを得 ざるに至った
のである。その他欧洲諸小国,殊 にバルカン方面に於ては国家語に関する
国内に於ける紛争は人種問題 と密接なる関係 を持って,常 に紛争分裂の危
機を孕んでいるのである。
言語を殊 〔異?〕 にする以上,人 種問題は常 に統一を妨げ,衝 突の危機
を蔵するものであるが,言 語を同じくする場合は人種問題は概 して重大問
題化することはない。 これ「言葉は心である」の理に外ならず,言 語を続 っ
ての人種乃至民族的紛争は歴史上及び現在将来に亘 ってその例枚挙に逞な
い程であらうが,結 局するに,こ れらの紛争は母語以外の言語を強制さる





人種,民 族問題 と大部分の場合併行する の重大なる所以を知る
のである。尚最近に於て ドイツが一弾を用ひず してオース トリーの併合を
完成 したるが如 きはオース トリーに於ける独化主義 の大成功 といふべきで
ある。而 して斯かる民族主義は言語を以て先 としたのである。言語勢力の
優勢は人の数に於ける優勢,同 化せる人心の優勢であ り,従 って政治経済







の言語に対 しても平等 なる待遇を與ふべ きは勿論 にして,或 一民族の言語




民族にまで押 し拡 げ,こ れが使用を強制せんとするに至ることは必至の趨
勢で,ひ いては国家の不統一,国 民精神の分散萎靡 を来 し,国家を常に不
安 と紛乱の裡 に置 き,甚 だしきは国家の分裂 を来すに至ることは過去及び
現在の複国語制を採る欧洲諸国にその例少なからざるところである。例へ
ば独,仏,伊 の三 ヶ国を平等に国語 として居る瑞西,フ ラーマン語とワロ
ン語 とを併用するベルギー,国 内に十ヶ国語が行はれて居 った欧州大戦前
のオース トロ ・ハ ンガリー,国 内に英語とアイルランド語の用ひられてい





能である。人或は言ふ。言葉は意思を疎通 し,感情 を柔げ,平 和円満 を招
来す と。然 し事実は全 くその反対である。何 となれば 日本語 を得意に操る
支那人は概 して軽薄にして,日 本道徳,日 本文化を理解せず,日 本人に非
ず,支那人に非ず,頗る変態的の人間となる。平和は言語の問題ではない。
理解と同情 とである。理解と同情 とは軽薄者には期待 し得ない」と。
筆者 もこの人の意見については同感の点多々あるのである。殊に数年前









との感を抱いたことであったが,満 洲事変以後,況 んや今次 日支事変以後
に於ける満洲国人(関 東州内居住支那人を含め)に 対する教育特に国語教










によって矯正すべ きものであって,奨 に懲 りて胞 を吹 くの愚をなすべ きで
はない。況んや満洲国建設の由来,満 洲国の日本依存関係,殊 に支那事変
後に於ける東亜の趨勢より見るときは,前 述の如 き悲観的意見は放棄せ ら
れねばならぬ。宜 しく満洲国内(今 後は支那各地 にも)に 日本語 を普及 し
て日本文化を理解せ しめ,日 本を信頼せ しめ,日 本 と真に協力するの精神
を養成せねばならぬ。「言葉は心である」。同 じ言語 を語る者は思想,感情,
風俗等に融和 を来すこと容易で,同 一国語を語る異民族は,異 る国語 を語
る同民族よ りは更に融和するものであることも歴史の証明するところであ
る。例へば日本に移住せ る多数の異民族が,今 尚各々固有の言語を用いて
居 ったと仮定すれば,日 本精神の大同団結は期せ られなかったであ らう。
又支那に於ける満洲民族は現在は言語及び風俗習慣 までも全 く漢民族 に同
化 して しまって居 るが故に既 に満洲民族たるの意識は全 く之 を喪失 〔し
て〕しまっている。然るに蒙古民族は支那に君臨す ること比較的短年月で,
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漢民族に同化 されるに至らず,固 有の言語 を保持 し,固有の領土の一部 を
保持 しているため,そ の民族意識は今尚熾烈なるものがある。若 し彼等に
して固有の言語を喪失 して居ったならば,既 にその民族をも喪滅 して居っ
たことであらう。又例をユダヤ人に取れば,彼 等は一の言語を有せず,国
土 を有 して居らぬから,そ の勢力はその雄厚なる財力 を以て世界を或程度
まで動か し得るに過 ぎぬ。
斯 くの如 く民族の消長又は,国 語は誠に重大なる役割 を演ずるものであ




統一,ド イツに於ける顕著なる ドイツ語の普及統一による ドイツ主義の移
植強化,そ の他何 れの国 と錐も国家の統一強化のために国語統一を謀 らな
い ものはない。満洲国に於ても,例外たることは許されないことである。
然 しながら国語統 一による同化は言ふべ くして頗る功 を挙げ難いものであ
り,満洲国の如 き複雑 したる国家に於ては尚更功を急 ぐことは戒 しめねば
ならぬ。
然 らば,満 洲国に於ける国語の実情 は如何であ らうか。標準語問題に関
しては建国早々国語研究会なるものを組織せんとしたが,五 族協和の問題
に触れるので成立に至らなかったが,事 実上は公文書類は支那文(以 下満
文と称す)を 主 とし日訳 を附するのを普通 として居る。興安省の如 き蒙古
地方に於ては蒙文 を主とし日文又は満文を従 として居る。すべて実際上の
便宜に従 って居る。近来は日満文共に使用 され何れが主であるか不明な程
である。政府公報 の如 きも従前は満文と日訳 とを併載 したのであるが,現
在では日訳とせず,何 れも正式なる国文といふ ことになっている。次 に国
民に対する国語教育を見るに,学校に於ける教授用語は日本語満洲語(支




地方 に於ては日語蒙語,県 制旗制併置の地方に於ては満,蒙 語及び日語,
白系露人に対 しては露語日語を用ひしめる。朝鮮語 は正課としては課 さぬ
ことになっている。右の如 く学校に日本語 を課 し,日 本語を教育語 として
用 ひることは二三年来の趨勢であって,以 前は頗る困難を感 じた とのこと
である。右の如き実状 より見れば,教 育の普及後 に於ては何れの人種民族







割,後 者は僅かに一割に過 ぎざる状態である。異民族にその常用語 に非る
国語 を強制 してその常用語たらしめるといふことは,殆 んど不可能に属す
る。満洲民族が完全に漢民族に同化 されたる如 きは,満 洲族が数に於て極
めて少 く,その文化が漢民族の文化に比 し極めて低かったためで,斯 くの
如 き完全同化は極めて稀な例である。其他に於ては国語の極端なる強制は
多 く失敗に終っている。露領ポーランド,独領ポーランドに於ては公用語
は勿論,教 育語 としてもポーラン ド語の使用は一切許 されなかったので,
ポーラン ド人は常 に治者に対 し反抗 し,露領ポー ラン ドに於ては日露戦争
を機に一大反乱を起 し,学童のス トライキ も之に伴 ったので,露 国政府は
已むを得ずポーラン ド語の私立学校を設立することを許可 して之 を鎮圧 し
た。独領ポーラン ドに於てもその影響 を受けて学 童のス トライキを起 した
が,目 的は達せられなかった。 しかしポーランド人は尚ほ独逸に対する反
抗 を止めず,人 種的反感 と相侯って益 々反独的とな り,プロイセンの統治
を離脱せんとする重大なる政治問題 となった。独 逸 もやむなくポーラン ド
語の私立学校の設立を許可したが,間 もなく一八七三年の教育令 によって
一切之を厳禁 した。露領,オ ース トリヤ領両ポー ランドに於ては,漸 次 自
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由を與へられたので,漸 次自主独立に向って進んだのである。而 して欧州
大戦を機に何れ も他民族の統治から脱 して,ポ ーラン ド独立国を形成 した
のである。
仏領印度支那に於ては上流階級の永い間使用 して居 った漢文字を断然全
廃 し,之 に代ふるにローマ字 を以てした結果,印 度支那に於ける上流社会
の気風を頽廃せ しめたことは植民統治史上有名な事実であるが,学 者の中
にはこれを以て永 い間慣れた象形文字 より受 くる心的感化を重視 したため
であると論 じて居 る者がある。此の議論は必ず しも人を承服せ しむるもの
ではないが,前 に紹介 した或人の言 「得意に日本語 を操る支那人は概 して
軽薄である」といふのと関連するところ有るが如 くに思はれる。
次に我が新領土 台湾朝鮮に於ける状態は如何であらうか。前述の如 く両
地に於ける国語常 用者は台湾は全人口の三割,朝 鮮は壱割 と称せ られて居
るが,両 地に於ける国語政策は相当厳格で,此 の事実を以て 「威圧を以て
民 に臨み,民 心の離反を助長するの愚 を敢て しつつある驚 くべ き事実」 と
して論をなす者がある(「新領土に於ける国語問題の重大性」,松岡正男,エ
コノミス ト,昭和十二年七月一日号)。その論文の中に昭和十二年三月一日
発行朝鮮 日報(京 城にて発行の朝鮮人の手に成る諺文新聞)社 説 「官公文
および公職者の朝 鮮語使用禁止」 と題する一文を紹介 して居る。その文 に
曰く,
「……国語 を常 用せ ざるものに対 して朝鮮語の使用を禁止 し,国語だけ
を使用せ よといふのは,即 ち現実 を無視 した処置と言はねばならぬ。…
…官公吏公職者 に家族に向ってまで朝鮮語を使用するなといふことは事
実上実行不可能 なことである。何 となれば家庭 には朝鮮語 しか使用 し得
ない父母妻子があ り,また社会には朝鮮語 しか知らぬ友人知己がある,
からである。日本語が国語である以上,国 語を奨励 しその普及を期する












誠に常用語に非る国語のみの使用 を,特 に家庭に於てす らも強要せ られ
るといふことは苦痛であるに相違ない。前述のポーランドの例に見るも明
らかなことで,一 歩誤れば国家の重大事を惹起するの虞あり,為政者の心
すべ きことである。即ち寛に過 ぐれば漸次自主独立 に向って進み,厳 に失
すれば苦痛 に堪えず して離反の道を辿ることとなる。
以上によって見るも満洲国の国語 を複国語制と し,日本語を共通語 とす
ることは満洲国の地位より見て適当なものと思惟 されるが,日 本語の強制
には寛厳宜 しきを得,厳 に失することは絶対 に避けねばならぬ。他民族 を
して日本語常用者たらしむることは絶対に不可能事 であって,不 可能事の
実現 を謀るべ きではない。若 し之 を実現せんとすれば,長 年月を費 して圧
倒的多数を占むる日本人を移植 して経 済的に他民 族 を駆逐するよ り外 な
く,斯 くの如 きは,是 亦不可能事であ り,縦 ひ可能な りとするも東亜の安
定を使命とする皇道精神に反するもので,断 じて行ふべからざるものであ
る。要之假すに長年月を以て,日 本語を普及 し,満 州国に包容せ られる一
切の民族をして,日 本文化の真の理解者たらしめ,日 本に信頼 し,日本に





行實地調査 ・他椚写的"大 旅行 日記"和"現 地調査報告書"歴
史上已纒受到根 高的評俳 ・与此 同時書院的教授椚 自己挙行了研
究調査旅行 ・旅 行之后他椚也写了"研 究旅行 日記"和"研 究旅
行報告書"・1937年夏天愛知大學 中日大辮典的主編鈴木教授也
挙行 了研究調査旅行 ・其題 目是"關 干満洲 国的国語政 策"・七
七事件爆螢的第 二天鈴木從天津坐火車去 了北平 ・在此地親 眼看
到了混乱当中的 日本居留民社会 ・然后又訪問了偽満 ・8月中旬第
二次上海事変爆 登的時候見鈴木在朝鮮報紙上看到 了上海的混乱
状 態 ・因為鈴木 没辮法去上海回書院 ・所以先去 日本伐東京的東
亜同文会打所消 息 ・当時上海東亜同文書院的領導己纒作出決定
譲所有的師生暫時回国避難 ・回国后鈴木写了"關 干満洲国的国
語政策"的 報告 ・錐然鈴木所提出的国語政策的内容是温和的 ・
但是在七七事変 后的混乱的局面下他還夢想着偽浦的長期的国語
政策 ・
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